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論文審査結果の要旨 
 

堀之内若名氏の博士論文は、4 名の審査委員によって、書面による審査及び口頭試問に

よって厳正に審査された。 

 

本報は、人工股関節全置換術（以下、THA）を受けた患者の、QOLに大きく影響する

股関節の状態と自己管理実施との関連を明らかにしたものである。不要な合併症や再置換

術を避けるために必要とされる様々な合併症を予防するための自己管理を支援するために

取り組まれた。 

THAを実施している 5施設の外来に通院している患者 411 名に対して、属性、自己管

理行動、股関節の状態に特化した股関節関連 QOL尺度（JHEQと略す。「痛み」「動作合

計」「メンタル合計」の下位尺度から構成）で構成される質問紙調査を作成して調査した。

288 名から得られた結果を統計解析を行った結果、自己管理行動は「動作合計」の状態が

よいほど自己管理行動をしていないこと、「メンタル合計」は股関節の状態がよいほど実施

していること、等が示された。 

THA後の患者の調査は比較的小規模な調査に限られているが、本研究では 5 施設の外

来患者に調査を行っている。患者の QOLに大きく影響する股関節の状態に着眼し、患者

の自己管理行動、属性との関連を検討とした点において新規性があった。また、長期にわ

たり合併症を予防が求められる患者に対して、股関節の状態をふまえた看護援助への示唆

が得られる研究であったと評価する。以上より、本研究を「博士論文として認定できる」

と判断する。 
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